
 はじめに

研究2では、「放課後児童クラブにおける事故・災

害対応等マニュアル」の状況（研究1）の調査結果を

踏まえて、主に次の４点について明らかにすること

を研究の目的とした。

（1）事故・災害対応等マニュアルに含まれる項目

と児童クラブの属性の関係について、施設運営

形態・開設年・入所定員との関係から統計解析を

行った。

（2） 発生した事故・災害に対する対応マニュアルの

整備状況を明らかにした。研究１により、放課後

児童クラブで起きている事故・災害についての

把握を行った。ここでは、実際の事故・災害と実

際のマニュアルの項目が関係しているのか統計

的に照合することでマニュアルの検証、評価を

行った。

（3） 行政機関に報告した事故発生と事故・災害マ

ニュアルの整備状況の関係では、事故報告書の

提出があった児童クラブとなかった児童クラブ

のマニュアル項目、整備状況から、マニュアルの

評価、検証を試みた。

（4）行政機関に報告した事故発生と事故・災害予防

に関する取り組みの関係では、平成28年度に行

政機関に報告した事故のあったクラブとなかっ

たクラブの各種取り組みの実施率を比較し、モデ

ルマニュアルの基礎資料を得るための統計解析

を行った。

（5）では、行政機関に報告した事故発生と施設職員

との関係性を明らかにするために、統計解析を

実施した。

（1）から（5）までの研究課題を明らかにした調査

結果については、次のとおりであった。

2-1　事故・災害対応等マニュアルに含まれる項目

と施設属性の関係

事故・災害対応等マニュアルのある放課後児童ク

ラブ（n=724）を対象に施設属性（施設運営形態・開

設年・入所定員）と現在使用している事故・災害マ

ニュアルに含まれている項目との関係を分析した。

施設運営との関係では、「児童の日常の健康状態

への対応（p<0.004）」、「施設、環境整備（p<0.006）」、

「日常の安全点検・衛生管理について（p<0.002）」、「定

期的な訓練の実施（p<0.004）」、「ヒヤリハット集の

書式（p<0.001）」、「緊急連絡票書式（p<0.001）」、「児

童記録票書式（p<0.006）」、「事故や病気への構え

（p<0.029）」、「来所帰宅時の安全確保（p<0.002）」｢

医療機関一覧（p<0.002）｣に運営形態間で有意差が

認められた。

これらの内容がマニュアルに含まれる割合は「事

故や病気への構え」を除き、施設属性では「公設・公

営」が低い傾向にあった。

割合の差が最も大きかったのは「緊急連絡票書式」

で「公設・公営」と「その他（保護者会、指定管理者

制度など）」の差は27.3%であった。

開設年との関係では、「マニュアルの活用方法」

に有意差が認められた。割合は「2010年以降」が

最も低く（11.8%）、「1979年以前」が最も高かった

（27.9%）。有意差は認められなかったものの多くの

内容は開設年が新しいクラブのマニュアルほど含ま

れる割合が低かった。このことから、運営歴の長い

放課後児童クラブの方が、事故・災害の事例を積み

上げ、マニュアルの中に必要な項目として落とし込

んでいる状況があるものと推察された。

鈴木　　勲

「放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアル」の詳細分析研究２
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

児童クラブ表2-1-1　施設の運営と事故・災害マニュアルに含まれる内容
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研究２　「放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアル」の詳細分析

2-1-2では、入所定員との関係では、「マニュアル

の活用方法（p<0.044）」、に有意差が認められた。割

合は「マニュアルの活用方法」は「４０～５９人」の

クラブが最も低く（50.4%）、「６０～７９人」のクラ

ブが最も高かった（67.1%）。

「緊急時の情報収集」は「１９人以下」のクラブが

最も低く（25.0%）、「６０～７９人」のクラブが最も

高かった（57.1%）。有意差は認められなかったもの

の多くの内容は入所定員が少ない放課後児童クラブ

のマニュアルほど含まれる割合が低かった。

 

児童クラブ表2-1-2　開設年と事故・災害マニュアルに含まれる内容
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

本分析によって、施設属性ごとの事故・災害マニュ

アルの状況が明らかになった。全体的な傾向として、

放課後児童クラブのマニュアルについて、その内容

を分析すると項目が少なく、内容が手薄であるのは、

開所年が新しく、入所定員の少ないクラブであった。

これらのクラブにてマニュアルの見直しや改訂が求

められる。

2-2　発生した事故・災害に対する対応マニュアル

の整備状況

発生した事故・災害に対応するマニュアルの整備

状況について、マニュアルの整備率が低い事項の上

位3位は、「脱臼の対応方法（5.6%）」、「火傷の対応

方法（12.5%）」、「切創」に対する「擦過傷の対応方

法（13.7%）」であった。

2-2により、発生した事故・災害に対する対応マ

ニュアルの整備状況を分析することによって、発生

した事故・ケガに対応するマニュアルの整備率が明

らかになった。

打撲（打撲の対処法）、骨折（骨折の対応方法）、捻

挫（打撲の対処法）、切創（擦過傷の対応方法）といっ

た発生件数が多い事故に対応したマニュアルの整備

率は30%に満たなかった。これら事故を中心に対応

する放課後児童クラブの事故・災害等マニュアルの

整備が求められる。

 

児童クラブ表2-1-3　入所定員と事故・災害マニュアルに含まれる内容
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研究２　「放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアル」の詳細分析

児童クラブ表2-2　発生した事故・災害に対する対応マニュアルの整備状況
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

2-3　行政機関に報告した事故発生と事故・災害マ

ニュアル整備状況の関係

事故発生と事故・災害マニュアルの整備状況の関

係について、平成28年度に行政機関に報告した事

故のあったクラブとなかったクラブの事故・災害マ

ニュアルの整備状況を比較した。その結果、事故の

あったクラブとなかったクラブの整備状況に有意差

が認められ、事故のあったクラブでは事故・災害両

方のマニュアルが整備されている割合が高かった。

事故・災害防止と適切な対処のため事故・災害マ

ニュアルの整備が期待されるが、本分析にて、事故

の発生したクラブでは、その教訓を活かしマニュア

ルの整備が進んでいることがわかった。事故の発生

から、その対応が強化されマニュアルの整備、充実

に繋がっている傾向が示された。

　

児童クラブ図2-2
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研究２　「放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアル」の詳細分析

2-4　行政機関に報告した事故発生と事故・災害予

防に関する取り組みの関係

事故発生と事故・災害予防に関する取り組みとの

関係について、平成28年度に行政機関に報告した事

故のあった放課後児童クラブとなかった放課後児童

クラブの各種取り組みの実施率を比較した。

「安全対策についての指針」に関する取り組みは、

「安全管理について職員間で情報を共有する仕組み

がある（p<0.001）」、「緊急時の対応の優先順位を明

示している（p<0.001）」、「対応方法はフローチャー

トで、一目で分かるようにしている（P<0.001）」、「最

低限の緊急対応事項はチェックリスト化されている

（P<0.024）」、「食物アレルギーの児童に対して配慮

している（p<0.006）」の実施率は、事故が発生した

放課後児童クラブで有意に高く、取り組みが進んで

いた。

半数以上の取り組みを実施しているクラブの割合

も事故が発生した放課後児童クラブが有意に高かっ

た。2-3でも示したように、事故の発生が教訓とし

て児童の安全安心を保障するための取り組みに活か

されていることが示唆された。

「保護者との連携」に関する取り組みは、「緊急

時に保護者と連絡を取り合う体制が構築されてい

る（p<0.007）」、「発災時の児童の引き渡しの方法

を保護者も含めて確認（p<0.009）」、「食物アレル

ギーの児童の保護者と緊急時の対応を確認

児童クラブ表2-3　事故発生と事故・災害マニュアル整備状況の関係

児童クラブ図2-3
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

児童クラブ表2-4-1　事故発生と事故・災害予防に関する取り組みの関係

児童クラブ表2-4-2　事故発生と事故・災害予防に関する取り組みの関係

児童クラブ表2-4-3　事故発生と事故・災害予防に関する取り組みの関係

（p<0.002）」の実施率において、事故が発生した放

課後児童クラブで有意に高く、取り組みが進んでい

た。

半数以上の取り組みを実施している放課後児童ク

ラブの割合も事故が発生した放課後児童クラブが有

意に高かった。

「職員研修、技能訓練」に関する取り組みは、

「児童の安全に関する研修会等に参加している
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研究２　「放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアル」の詳細分析

（p<0.002）」、「不審者情報の連絡が入った際、手立

てが講じられている（p<0.001）」、「防犯器具、機材

を使用するための研修、訓練を実施（p<0.002）」、「定

期的に火災や災害を想定した実施訓練を行っている

（p<0.005）」、「実施した避難訓練について、事後の

反省を行っている（p<0.013）」、「外部専門家を招き、

訓練内容について外部評価を受けている（p<0.015）」

の実施率において、事故が発生した放課後クラブで

児童クラブ表2-4-5　事故発生と事故・災害予防に関する取り組みの関係

児童クラブ表2-4-6　事故発生と事故・災害予防に関する取り組みの関係

児童クラブ表2-4-7　事故発生と事故・災害予防に関する取り組みの関係
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

有意に高く、取り組みが進んでいた。半数以上の取

り組みを実施している放課後クラブの割合も事故が

発生した放課後クラブが有意に高かった。

「他機関地域との連携」に関する取り組みは、「緊

急時に関連部署と連絡を取り合う体制が構築され

ている（p<0.026）」、「所轄の行政機関と安全管理に

ついて話し合うようにしている（p<0.001）」、「定期

的に関係機関の連絡先について確認を行っている

（p<0.047）」の実施率において、事故が発生した放

課後クラブで有意に高く、取り組みが進んでいた。

半数以上の取り組みを実施している放課後クラブの

割合も事故が発生した放課後クラブが有意に高かっ

た。

「児童との安全学習」に関する取り組みは、「不

法侵入を想定した訓練を児童も含めて行っている

（p<0.001）」、「災害を想定した訓練を児童も含めて

行っている（p<0.001）」の実施率において、事故が

発生した放課後クラブで有意に高く、取り組みが進

んでいた。

「情報共有」に関する取り組みは、「職員が施

設で発生した不審な出来事を施設長に報告する

（p<0.001）」、「行政や地域の消防、防災に関する

メール配信情報を利用（p<0.001）」、「屋外活動の

事故防止について職員間で事前に話し合っている

（p<0.013）」、「事故防止について職員間で事前に話

し合っている（p<0.009）」、「負傷などの事故が発生

しやすい場所を把握している（p<0.003）」、「負傷者

がでた場合には、病院に運搬する手段を確保してい

る（p<0.008）」の実施率において、事故が発生した

放課後児童クラブで有意に高く、取り組みが進んで

いた。  

半数以上の取り組みを実施している放課後児童ク

ラブの割合も事故が発生した放課後児童クラブが有

意に高かった。

児童クラブ表2-4-8　事故発生と事故・災害予防に関する取り組みの関係

児童クラブ表2-4-9　事故発生と事故・災害予防に関する取り組みの関係
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研究２　「放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアル」の詳細分析

「組織的な安全対策」に関する取り組みは、

「安全管理活動のための役割分担を決めている

（p<0.010）」、「来訪者に対するルールを策定し、来訪

者に明示している（p<0.028）」、「自施設は、どこか

ら侵入しやすいか弱点を把握している（p<0.001）」、

「緊急時に警察が来るまで立てこもる場所がある

（p<0.049）」、「防火管理者の資格を持つ職員を配置

している（p<0.027）」、「災害、事故発生時のため保

険に加入している（p<0.007）」、「負傷者がでた場合、

緊急連絡できる手段を確保している（p<0.006）」の

実施率において、事故が発生した放課後児童クラブ

で有意に高く、取り組みが進んでいた。

半数以上の取り組みを実施している放課後児童ク

ラブの割合も事故が発生した放課後児童クラブが有

意に高かった。

「事故災害対応備品」に関する取り組みは、「災

害、事故対応のための防犯器具、機材が揃っている

（p<0.001）」、「緊急避難時に必要となる用品は、持

ち出せるようにしている（p<0.001）」、「応急手当に

必要な薬品、備品が準備されている（p<0.001）」、「応

急手当に必要な薬品、備品は救急箱に入れて管理し

ている（p<0.002）」の実施率において、事故が発生

した放課後児童クラブで有意に高く、取り組みが進

んでいた。

半数以上の取り組みを実施している放課後児童ク

ラブの割合も事故が発生した放課後児童クラブが有

意に高かった。

「クラブの安全点検」に関する取り組みは、「チェッ

クリストはすぐに使用できるようになっている

（p<0.032）」、「地震の際に、家具などが落下しない

ように固定している（p<0.039）」、「消火器などの消

防設備は定期的に点検している（p<0.014）」、「点検

で危険と判断されたものは、改善措置をとっている

（p<0.018」、「固定遊具に破損箇所はないか確認して

いる（p<0.002）」の実施率において、事故が発生し

た放課後児童クラブで有意に高く、取り組みが進ん

でいた。

半数以上の取り組みを実施している放課後児童ク

児童クラブ表2-4-10　事故発生と事故・災害予防に関する取り組みの関係

児童クラブ表2-4-11　事故発生と事故・災害予防に関する取り組みの関係
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

ラブの割合も事故が発生した放課後児童クラブが有

意に高かった。

2-4-11では、「当事者支援」に関する取り組みに事

故が発生したクラブとしなかった放課後児童クラ

ブについての分析を行ったが、有意差は認められな

かった。

放課後児童クラブの実践現場においては、事故・

災害防止のため各取り組みの実施が期待されるが、

本分析によって、事故・災害マニュアルの整備と同

様、事故が発生した放課後児童クラブは、それを教

訓に様々な取り組みを推進する一方、事故発生のな

いクラブでの取り組みの遅れが明らかになった。

事故発生のない放課後児童クラブで半数以上の取

り組みの実施率が10%以上低かった取り組みは、「事

故災害対応備品」に関する取り組み（14.5%）、「組織

的な安全対策」（11.5%）、「安全対策についての指針」

（10.8%）、「職員研修、技能訓練」（10.7%）であったこ

とから、速やかな実施が期待される。

2-5　行政機関に報告した事故発生とスーパーバイ

ズの関係

放課後児童クラブで発生すると事故とスーパーバ

イズとの関係について、平成28年度に行政機関に報

告した事故のあった放課後児童クラブとなかった放

課後児童クラブのスーパーバイズの実施率を比較し

た。

分析の結果、実施率は事故のあった放課後児童ク

ラブが事故のなかった放課後児童クラブよりも高

かった。

スーパーバイズの実施は、放課後児童支援員等の

児童クラブ表2-5　事故発生とスーパーバイズの関係

児童クラブ図2-5
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研究２　「放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアル」の詳細分析

成長と実践能力の向上が期待されるほか、放課後児

童支援員等が支援している児童のニーズの充足、さ

らには、社会に対して、放課後児童クラブで実施し

ているサービスの質についても保障していくもので

ある。

そのため、Ｑ26の行政に報告した事故とＱ32スー

パーバイズの実施の有無について、その関係性を把

握することにした。

表2-5、図2-5に示すように、事故・災害マニュアル、

事故・災害予防のための取り組みと同様、スーパー

バイズの実施率も事故が発生したクラブが高かっ

た。

2-6　行政機関に報告した事故発生と施設職員数の

関係

職員1人あたりの児童数と事故発生の関係につい

て、平成28年度に行政機関に報告した事故のあった

クラブとなかったクラブの職員1人あたりの児童数

を比較した。その結果、事故があったクラブとなかっ

たクラブの職員1人あたりの児童数に有意差は認め

られなかった。

調査対象となった放課後児童クラブの職員1人あ

児童クラブ表2-6-1　事故発生と施設職員数の関係

児童クラブ図2-6-1
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

たりの児童数は平日が概ね8人、土日祝日は2.5人で

あった。

本分析によって事故発生と職員1人あたりの児童

数は無関係であることがわかった。職員の適正人員

について、現在平均的なクラブの職員1人あたりの

児童数（25%点～ 75%点）は、平日が5.7～ 10.5人、

土日祝日が1.3～ 5.0人であった。

まとめ

研究2では、放課後児童クラブの事故・災害対応

等マニュアル」にいて、その詳細を分析した。

特に重要と思われる項目として、実際の事故・災

害と実際のマニュアルの項目が関係しているのか

統計的に照合することでマニュアルの検証、評価を

行った。その結果、放課後児童クラブで起きる事故

のうち、頻度の高い、打撲（打撲の対処法）、骨折（骨

折の対応方法）、捻挫（打撲の対処法）、切創（擦過傷

の対応方法）といった発生件数が多い事故に対応し

たマニュアルの整備率は30%に満たなかった。これ

ら事故を中心に対応する放課後児童クラブの事故・

災害等マニュアルの整備が求められることが明らか

になった。

本分析にて、事故の発生したクラブでは、その教

訓を活かしマニュアルの整備が進んでいることがわ

かった。事故の発生から、その対応が強化されマニュ

アルの整備、経験知や実践知の継承、支援の充実に

繋がっている傾向が示された。

また、事故報告書の有無と放課後児童支援員等１

人あたりの児童数を比較したところ、本調査では、

児童クラブ図2-6-2-1

児童クラブ表2-6-2　職員1人あたりの児童数（平成28年度）
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児童クラブ図2-6-2-2

児童クラブ図2-6-2-3 

関係性がないことが明らかになった。このことから、

事故・災害等マニュアルの未整備あるいは項目が手

薄の部分の見られる放課後児童クラブについては、

各放課後児童クラブで事故に繋がりやすい状況、場

面を分析しながら、マニュアルの作成、改訂が行わ

れていくことが期待される。

－ 67 －
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 はじめに

研究3では、研究1,2の分析結果を踏まえながら、

放課後児童クラブの実施主体である自治体が把握し

ているより重い事故・災害の状況についての概要把

握を試みた。

(1) 所管する放課後児童クラブの状況(2) 事故報告

書の提出があった放課後児童クラブの状況(3)所管

する放課後児童クラブの状況を明らかにすることを

研究の目的とした。

　分析対象となった調査票では、多くの項目の回

答分布の偏りが見られたため、中心傾向は中央値に

注目した。25%点は第一四分位数、75%点は第三四

分位数、25%点～ 75%点は半数が含まれる標準的

な値の範囲であることを予め記しておくこととす

る。

3-1．所管する放課後児童クラブの状況（n=94）

3-1-1　回答自治体が位置する都道府県

94自治体から回答が得られ。都道府県、政令市、

特別区、中核市、意向予定市に調査票を配布したが、

一部の自治体で対象外の自治体に調査票をコピーし

て配布し回答した自治体もあった。これらの調査票

も大変貴重なデータとなることから、統計解析の対

象としたことを記しておきたい。全体的な傾向とし

て東日本に位置する自治体からの回答が多かった。

鈴木　　勲

自治体表3-1-1　回答自治体が位置する都道府県

「自治体の放課後児童クラブの支援及び事故・災害の状況（自治体調査）研究３

－ 69 －
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3-1-2　所管する放課後児童クラブ数

1つの自治体が管轄する放課後児童クラブの上位

3位は「運営委員会・保護者会（中央値39ヵ所）」、「そ

の他（中央値16ヵ所）」、「社会福祉法人（中央値9ヵ

所）」であった。

※この質問は「その他」について詳細の回答を求

めていない。

3-1-3　所管する放課後児童クラブへの支援状況

自治体が実施している放課後児童クラブの支援で

割合が高い上位3項目は、「放課後児童クラブに関す

る自治体の条例がある（77.7%）」、「自治体としての

放課後児童クラブの運営にあたっての最低基準、ガ

イドラインがある（73.4%）」、「放課後児童クラブに

関する自治体の要綱がある（68.1%）」であった。

研修会に関する支援は「事故を防止するための自

治体主催の研修会がある（35.1%）」、「災害対応を目

的とした自治体主催の研修会がある（27.7％）」と過

半数に達していなかった。

放課後児童クラブ運営指針第7章「職場倫理及び

事業内容の向上」において、放課後児童クラブの運

営主体は、放課後児童支援員等のための職場内での

教育訓練や研修のみならず、職場を離れての研修の

機会を確保し、その参加を保障する必要を示してい

る。研修の機会は、放課後児童支援員等の知識、技

能をより確かなものにすると同時に他の放課後児童

クラブの運営実施の状況を知る機会ともなることか

ら、さらなる支援が期待される。

 

3-1-4　 所管する公設公営の放課後児童クラブの利

用料金

利用料金の中央値は1人目が5000円で最も高く、

2人目が2500円、3人目が2375円と人数の増加とと

もに低下していた。ただし、各自治体の利用料金に

は数千円程度のばらつきがあり比較的格差が大き

い。

自治体表3-1-2　所管する放課後児童クラブ数

自治体表3-1-3　所管する放課後児童クラブへの支援状況

－ 70 －
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研究３　自治体の放課後児童クラブの支援及び事故・災害の状況（自治体調査）

自治体表3-1-4　所管する公設公営の放課後児童クラブの利用料金

自治体表3-1-5　所管する放課後児童クラブからの事故報告

3-1-5　所管する放課後児童クラブからの事故報告

所管する放課後児童クラブからの事故報告書の提

出があった自治体は40.4%であった。

3-1-6　 所管する放課後児童クラブからの事故報告

と支援状況の関係

所管する放課後児童クラブからの事故報告と支援

状況の関係について、事故報告があった自治体とな

かった自治体の各支援の実施率を比較した。

統計学的に有意差が認められた支援はなかった

が、実施率に5%以上の差があった支援に注目する

と、事故報告書の提出があった自治体は「放課後児

童クラブの開設をする際に自治体の設置基準（建物）

がある」、「自治体が作成した事故対応マニュアルが

ある」、「指導監査が年に１回以上実施される機会が

ある」、「所管する放課後児童クラブ全体の合同研修

会がある」の実施率が低かった。

事故報告書の提出と放課後児童クラブへの支援策

の関係の分析から、事故報告書の提出を受けた自治

体では、「放課後児童クラブに対する開設の際の自

治体の設置基準（建物）」、「自治体作成の事故対応

マニュアル」、「指導監査」、「合同研修会」の実施率

が事故報告のなかった自治体より、実施率が低かっ

たことから、これらの支援を中心にさらなる支援の

推進が期待される。　

－ 71 －
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自治体表3-1-6　所管する放課後児童クラブからの事故報告と支援状況の関係

自治体図3-1-5

－ 72 －
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自治体図3-1-6
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自治体表3-2-2　待機児童の状況（平成28年度4月時点）

自治体表3-2-3　事故報告書の提出があった放課後児童クラブの申し込み経路、事前内容伝達

自治体表3-2-1　開設時期、活動期間、入所定員（平成28年度）

3-2． 事故報告書の提出があった放課後児童クラブ

の状況（n=240）

3-2-1　事故報告書の提出があった放課後児童クラ

ブの概要

事故報告書の提出があった放課後児童クラブの開

設時期は概ね1993年、1983～ 2005年が半数を占め

た。また、その活動期間は概ね24年、12～ 34年が

半数を占めた。事故報告書の提出があった放課後児

童クラブの開設時期や活動期間には20年程度のば

らつきがあり、事故が特定の時期に開設したクラブ

や特定の活動期間のクラブに集中しているというこ

とはなかった。また入所定員は概ね60人、42～ 80

人が半数を占めた。入所定員のバラツキも大きく、

特定の入所定員のクラブに事故が集中しているとい

う傾向は確認できなかった。

3-2-2　 事故報告書の提出があった放課後児童クラ

ブの待機児童（平成28年度4月時点）

事故報告書の提出があった放課後児童クラブで待

機児童がいるクラブは14.6%であった。その人数は

概ね7人、2～ 12人が半数を占めた。

3-2-3　 事故報告書の提出があった放課後児童クラ

ブの申し込み経路、事前内容伝達

事故報告書の提出があった放課後児童クラブの

申し込み経路は「放課後児童クラブ（運営主体）」が

85.4%であった。また入会案内書による保護者への

事前の活動内容伝達が行われているクラブが87.9%

で大部分のクラブで事前の活動内容伝達が行われて

いた。
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研究３　自治体の放課後児童クラブの支援及び事故・災害の状況（自治体調査）

3-2-4　 事故報告書の提出があった放課後児童クラ

ブの施設運営（平成28年度）

事故報告書の提出があった放課後児童クラブの年

間開所日数は概ね291日、280～ 293日が半数を占

めた。週に換算すると開所日数は週5～ 6日になる。

平日利用人数は概ね46人、土日祝日利用人数は概ね

7人で利用人数は平日が土日祝日より多かった。平

日の開所時間は10～ 14時、閉所時間は18～ 19時が

過半数を占めた。

土曜日に開所しているクラブは97.5%で、ほぼす

べてのクラブが土曜日も開所していた。開所時間は

8時、閉所時間の18時～ 19時が半数を占めた。土曜

日は平日と比較し閉所時間は同じであるが、早い時

間に開所していた。

　

3-2-5　 事故報告書の提出があった放課後児童クラ

ブの職員（平成28年度）

事故報告書の提出があった放課後児童クラブの職

員数は、曜日、時間に関わらず概ね正規職員が1～

2人、非常勤職員が1～ 3人で構成されていた。学生

数は0人のクラブが半数を占めた。放課後児童支援

員の認定講習はすべての職員が修了しているわけで

はなく、職員数に占める割合は概ね半数以下であっ

た。

自治体表3-2-4-1　事故報告書の提出があった放課後児童クラブの施設運営（平成28年度）

自治体表3-2-4-2　事故報告書の提出があった放課後児童クラブの施設運営（平成28年度）
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3-2-6　 事故報告書の提出があった放課後児童クラ

ブの開設場所と面積

事故報告書の提出があった放課後児童クラブの

開設場所上位3位は、「学校敷地内の放課後児童クラ

ブ専用施設（n=78）」、「余裕教室（空き教室）を利用

（n=61）」、「児童館・児童センター内（n=58）」であっ

た。面積上位3位は、「児童館・児童センター内（214.7

㎡）」、「民家を借用（117.4㎡）」、「学校敷地内の放課

後児童クラブ専用施設（108.4㎡）」であった。ただし、

どの開設場所も面積のばらつきは大きく、事故の発

生が特定の面積のクラブに集中しているという傾向

はなかった。

自治体表3-2-5　事故報告書の提出があった放課後児童クラブの職員（平成28年度）

自治体表3-2-6　事故報告書の提出があった放課後児童クラブの開設場所と面積
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3-2-7　 事故報告書の提出があった放課後児童クラ

ブの施設構造

事故報告書の提出があった放課後児童クラブの

建物構造は、「鉄筋コンクリートもしくは鉄構造」

が57.5%で最も高かった。建物の階数は、「1階」が

47.1%で最も高く、次が「2階」で18.8%であった。 

3-2-8　 事故報告書の提出があった放課後児童クラ

ブの専用設備

事故報告書の提出があった放課後児童クラブの

設備で専用である割合が90%を超えたのは、「電話

（95.8%）」、「冷蔵庫（95.4%）」、「カバン置き場、個人

のロッカー（92.5%）」、「生活室（92.1%）」であった。

自治体表3-2-7　事故報告書の提出があった放課後児童クラブの施設構造

自治体表3-2-8　事故報告書の提出があった放課後児童クラブの専用設備
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ない設備の上位3位は、「食堂（89.6%）」、「シャワー

ルーム（85.8%）」、「談話室（デイルーム）（65.0%）」

であった。「緊急時の通報装置」、「AED」といった直

接事故・災害に関係する設備について、3割程度の

クラブが未設置であった。

3-2-9　 事故報告書の提出があった放課後児童クラ

ブのマニュアルの事故・災害マニュアル

事故報告書の提出があった放課後児童クラブで事

故発生時、事故に関するマニュアルがあったクラブ

は95.0%であった。災害発生時、災害に関するマニュ

アルがあったクラブは88.3%であった。事故、災害

マニュアルともに大部分のクラブで存在していた。

3-2-10　 事故報告書の提出があった放課後児童ク

ラブの災害マニュアルの内容

事故報告書の提出があった放課後児童クラブの

災害マニュアルで記載される割合が低い下位3項目

は、「ヒヤリハット集の書式（12.9%）」、「マニュア

ルの活用方法（17.5%）」、「放課後児童クラブの特性

（30.8%）」であった。上位3項目は、「職員の緊急連

絡体制（77.5%）」、「外部からの侵入対応（77.5%）」、「日

常の安全点検・衛生管理について（75.8%）」であった。

これらの項目は、児童クラブ調査結果（児童クラブ

表1-2-3-1）と概ね一致していた。

自治体図3-2-9

自治体表3-2-9　事故報告書の提出があった放課後児童クラブの事故・災害マニュアル　

－ 78 －
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研究３　自治体の放課後児童クラブの支援及び事故・災害の状況（自治体調査）

自治体表3-2-10　事故報告書の提出があった放課後児童クラブの災害マニュアルの内容

－ 79 －
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

自治体図3-2-10

－ 80 －
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研究３　自治体の放課後児童クラブの支援及び事故・災害の状況（自治体調査）

3-2-11　 事故報告書の提出があった放課後児童ク

ラブの研修の実施状況

事故報告書の提出があった放課後児童クラブにて

事故当時、事故予防に関する所内研修を実施してい

たクラブは32.5%であった。災害予防に関する所内

研修を実施していたクラブは48.8%であった。

その年間回数は事故予防に関する研修が概ね1

回、1～ 3.5回のクラブが半数を占めた。災害予防に

関する研修は概ね1回、1～ 2回のクラブが半数を

占めた。

自治体表3-2-11　事故報告書の提出があった放課後児童クラブの研修の実施状況（平成28年度）

自治体図3-2-11

－ 81 －
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

3-3．事故報告書の提出があった児童の事故状況

（n=383）

3-3-1　 事故報告書の提出があった児童の性別、年

齢、学年（平成28年度）

事故報告書の提出があった児童の性別は「男子

（63.7%）」が女子より多くを占めた。

事故報告書の提出があった児童の年齢は概ね7歳

であった。7～ 8歳が過半数を占めた。

事故報告書の提出があった児童の学年で最も多く

を占めたのは「1年（36.0%）」で、次が「2年（34.5%）」、

高学年になるほど構成比は低下した。

自治体表3-3-1-1　事故報告書の提出があった児童の性別

自治体図3-3-1-1

自治体表3-3-1-2　事故報告書の提出があった児童の年齢

－ 82 －
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研究３　自治体の放課後児童クラブの支援及び事故・災害の状況（自治体調査）

自治体表3-3-1-3　事故報告書の提出があった児童の学年

自治体図3-3-1-3

－ 83 －
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

自治体表3-3-2-1　事故報告書の提出があった児童の事故・災害の発生月（平成28年度）

自治体図3-3-2-1

3-3-2　 事故報告書の提出があった児童の事故・災

害の発生月と時間

事故・災害発生月の上位3位は、8月（17.5%）、12

月（11.5%）、4月（10.2%）と長期休暇のある月であっ

た。

事故発生時間で最も多くを占めたのは16時

（34.5%）、15～ 17時が約7割を占めた。

－ 84 －
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研究３　自治体の放課後児童クラブの支援及び事故・災害の状況（自治体調査）

自治体表3-3-2-2　事故報告書の提出があった児童の事故・災害の発生時間（平成28年度）

自治体図3-3-2-2

－ 85 －
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

自治体表3-3-3　事故報告書の提出があった児童の事故・災害の内訳

自治体表3-3-4　事故報告書の提出があった児童の事故・疾病の種類（複数選択）

3-3-3　 事故報告書の提出があった児童の事故・災

害の内訳（平成28年度）

事故報告書の提出があった児童のほぼ全数が「事

故（98.4%）」での報告あった。

3-3-4　 事故報告書の提出があった児童の事故・疾

病の種類（平成28年度）

事故報告書の提出があった児童の事故・疾病の種

類上位3位は、「転倒（39.9%）」、「その他（20.9%）」、「転

落（13.6%）」であった。「その他」には、「前歯をうつ」、

「虫刺され」、「過失傷害」などの回答があった。

 

－ 86 －
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研究３　自治体の放課後児童クラブの支援及び事故・災害の状況（自治体調査）

自治体図3-3-4

－ 87 －
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

3-3-5　 事故報告書の提出があった児童の事故発生

の事由（平成28年度）

事故報告書の提出があった児童の事故発生の

事由上位3位は、「遊びの中で（62.4%）」、「不注意

（23.0%）」、「児童同士のふざけ合い（8.9%）」であった。

「その他」には「片づけ作業中」、「昼寝中」などの回

答があった。

自治体表3-3-5　事故報告書の提出があった児童の事故発生の事由（複数選択）

自治体図3-3-5
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研究３　自治体の放課後児童クラブの支援及び事故・災害の状況（自治体調査）

3-3-6　 事故報告書の提出があった児童のケガの種

類（平成28年度）

事故報告書の提出があった児童のケガの種類上位

3位は、「骨折（35.0%）」、「挫傷・打撲（26.9%）」、「そ

の他（14.9%）」であった。「その他」には「虫さされ」、

「出血」、「腫れ」、「嘔吐」などの回答があった。

 

自治体表3-3-6　事故報告書の提出があった児童のケガの種類（複数選択）

自治体図3-3-6
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

3-3-7　 事故報告書の提出があった児童のケガの部

位（平成28年度）

事故報告書の提出があった児童のケガの部位は、

「上肢部（手・手指部）（20.9%）」のみが10%以上を

占め、様々な部位にばらついていた。4部位でみる

と「上肢部（37.1%）」が最も高かった。

自治体表3-3-7　事故報告書の提出があった児童のケガの部位（複数選択）

－ 90 －
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研究３　自治体の放課後児童クラブの支援及び事故・災害の状況（自治体調査）

自治体図3-3-7-1

－ 91 －
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

3-3-8　 事故報告書の提出があった児童の転帰（平

成28年度）

事故報告書の提出があった児童の転帰で最も多く

を占めたのが、「通院（56.1%）」、次が「1度の受診で

終了（25.8%）」であった。

 

3-3-9　 事故報告書の提出があった児童の事故発生

場所・原因（平成28年度）

事故報告書の提出があった児童の事故発生場所・

原因上位3位は、「グラウンド（18.8%）」、「その他

（14.9%）」、「生活室（13.1%）」であった。

※この質問は「その他」について詳細の回答を求

めていない。

 

自治体図3-3-7-2

自治体表3-3-8　事故報告書の提出があった児童の転帰
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研究３　自治体の放課後児童クラブの支援及び事故・災害の状況（自治体調査）

自治体図3-3-9　事故報告書の提出があった児童の事故発生場所・原因（複数選択）

－ 93 －
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

自治体図3-3-9

－ 94 －
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研究３　自治体の放課後児童クラブの支援及び事故・災害の状況（自治体調査）

3-3-10　 事故報告書の提出があった児童の事故発

生場所の床・舗装素材（平成28年度）

事故報告書の提出があった児童の事故発生場所の

床・舗装素材は、「フローリング（31.9%）」、「土舗装

（29.2%）」のみが10%を超えた。

※この質問は「その他」について詳細の回答を求

めていない。

自治体表3-3-10　事故報告書の提出があった児童の事故発生場所の床・舗装素材（複数選択）

－ 95 －
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

自治体図3-3-10

－ 96 －

238014_会津大学_放課後児童クラブ報告書.indb   96 2018/04/04   14:07:27



研究３　自治体の放課後児童クラブの支援及び事故・災害の状況（自治体調査）

おわりに

所管する放課後児童クラブからの事故報告書の提

出があった自治体は40.4%であった。所管する放課

後児童クラブからの事故報告と支援状況の関係につ

いて、放課後児童クラブから事故報告があった自治

体となかった自治体の各支援の実施率を比較したと

ころ、統計学的有意差が認められた支援はなかった

が、実施率に5%以上の差があった支援に注目する

と、事故報告書の提出があった自治体は「放課後児

童クラブの開設をする際に自治体の設置基準（建物）

がある」、「自治体が作成した事故対応マニュアルが

ある」、「指導監査が年に１回以上実施される機会が

ある」、「所管する放課後児童クラブ全体の合同研修

会がある」の実施率が低い傾向にあった。今後、実

施主体としての自治体の放課後児童クラブ支援の基

礎資料となると考えられる。

報告書に記載されている事項を分析すると、事故・

災害発生月の上位3位は、8月（17.5%）、12月（11.5%）、

4月（10.2%）と長期休暇のある月であった。児童の

長期休みや年度が変わり、児童集団や職員構成など、

環境の変化も要因として影響を与えていることが明

らかになった。

事故発生時間で最も多くを占めたのは16時（34.5 

%）、15～ 17時が約7割を占めた。放課後児童クラ

ブが開所してまもない時間帯で、児童が落ち着かな

い時間帯に発生していることが示された。

事故報告書の提出があった児童の学年で最も多く

を占めたのは「1年（36.0%）」で、次が「2年（34.5%）」、

高学年になるほど構成比は低下していた。

事故報告書の提出があった児童のケガの種類上位

3位は、「骨折（35.0%）」、「挫傷・打撲（26.9%）」、「そ

の他（14.9%）」であった。「その他」には「虫さされ」、

「出血」、「腫れ」、「嘔吐」などの回答があった。事故

報告書の提出があった児童のケガの部位は、「上肢

部（手・手指部）（20.9%）」のみが10%以上を占め、様々

な部位にばらついていた。4部位でみると「上肢部

（37.1%）」が最も高かった。

事故報告書の提出があった児童の事故発生場所・

原因上位3位は、「グラウンド（18.8%）」、「その他

（14.9%）」、「生活室（13.1%）」であった。また、児童

の事故発生場所の床・舗装素材は、「フローリング

（31.9%）」、「土舗装（29.2%）」のみが10%を超えてい

ることが明らかになった。

研究８では、各放課後児童クラブ及び自治体に

行った調査結果に基づいて、モデルマニュアルの提

案を行っていくこととする。

－ 97 －
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